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標準化とは標準化とは

標準化とは

多くの会社により開発ができる共通仕様を定義することにより，商用品の価格の
低廉化，小型化が促進

その結果，大きな市場を構築し，市場が大きくなることにより，さらに，その商用
品を用いた関連事業，異業種との協業も含めて市場が巨大化できる

標準化における“良い標準化”と“悪い標準化”
良い標準化

“各企業がもつ知的財産をそれぞれが共有し，最もよい特性が得られることができ，
かつ参加した企業が適切な対価で知的財産を共有できる仕組みを有する ”標準化

悪い標準化

“一社もしくは一国が独占してすべてを支配的に決めてしまい，標準化された知的財
産も特定のものしか利益を得ることができない ”標準化

目的
できるだけ良い標準化を生むために，筆者が経験したIEEE802/1900での15の標
準化の例をもとにして，標準化の意義・必要性，各標準化の特徴，標準化に採
用されるための方策，標準化参加の企業の評価基準についてまとめる
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“良い標準化になりそうな標準化”を選びましょう

多くの興味がある、多くのチップベンダが興味があるもの

提案を行う．標準化への“参加”は技術提案を行うことである．

ウオッチだけではだめ

きちんとプロジェクトチームを作って参加したほうがよいと思います。

シナリオをつくるべき

人が多ければよいと言うわけではない

提案戦略を，SG時もしくはWGで審議がスタートをして，標準化技術提案募
集が出る前に立てておく．

パートナーとなる企業，自身の提案に賛同してもらえる企業をできるだけ早く，
多く，日本国外から見つける．日本だけで固まってもグローバルスタンダード
にならない

SGから貢献をし，役職を手に入れる．また，技術貢献を多くし，WG内のメン
バーから信用を得，役職につく．そして標準化のスケジュールを無理のない
ものに自分で制御する．

都度見直しをし，“良い標準化”“タイミングの悪い標準化”にならない傾向に
あれば撤退も考える

IEEE委員会における標準化

自分の技術提案が採用されるには
IEEE委員会における標準化

自分の技術提案が採用されるには
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まとめまとめ

現在、IEEE802において標準化に参加し、標準化を作り上げることは日本企業

にとって大きなハードルではなくなってきている

2008年まで：標準化の参加のハードルを下げるフェーズ（積極参加）

2006-2013年：標準化のリーダーシップになることのハードルを下げるフェーズ

2014年以降：標準化のリーダーシップになるのは普通になりまえ次のフェーズを考える段階

（本当にビジネスのできる標準化に）

標準化を意味なく、戦略なく山のようにつくるのでは、時間とお金の無駄

標準化のリーダーシップ（議長、副議長、セクレタリ）になることは非常に喜ばしいことであるが、

標準化後の戦略も考えて就任、運営すべきである

場合によっては早期の撤退を考えるべき

国のお金を使って標準化に参加する場合、その後厳しい評価を行い、無駄標準であるかの確

認をきちんと行うべき

「本当にマーケットを作ることができる標準化」を作ることが重要

標準化は一本に絞らない“不確定要素の多いもの”になりつつある

アライアンスをきちんと立ち上げアライアンスと協調してマーケットを形成する必要あり




